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給食サービス
調理ボランティア

北側に増床した「にしきの園」

質

問

県
と
連
携
し
、
事
業
実

施
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
玉
村
町
の
「
群
馬
は
ば
た

け
ポ
イ
ン
ト
」
導
入
へ
の
具
体
的

な
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

答

弁

町
長　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
す
る
人

は
、
自
由
意
思
に
よ
り
参
加
し
、

活
動
を
通
じ
て
本
人
の
精
神
的
充

足
感
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
て
、

活
動
の
結
果
の
対
価
を
期
待
し
て

行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。
無
償
で

行
わ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
の
公
平
性
・
整
合
性
を
検
証

し
、
検
討
し
て
い
く
。

質

問

非
常
に
後
ろ
向
き
で
あ

り
、
残
念
に
思
う
。「
群

馬
は
ば
た
け
ポ
イ
ン
ト
」
は
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
増
進
に

な
る
。
高
齢
者
の
介
護
予
防
に
よ

り
元
気
な
高
齢
者
が
ふ
え
、
介
護

認
定
の
申
請
率
が
下
が
り
、
介
護

事
業
の
給
付
も
減
少
し
、
介
護
事

業
の
財
政
安
定
化
に
も
つ
な
が
る
。

町
で
の
対
象
者
を
60
歳
未
満
に
拡

大
し
た
り
、
１
時
間
１
ポ
イ
ン
ト

を
30
分
程
度
で
も
ポ
イ
ン
ト
と
す

る
な
ど
、
今
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
者
ま
で
対
象
を
拡
大
し
た
ポ
イ

ン
ト
制
度
に
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
ポ
イ
ン
ト
交
換
メ
ニ
ュ
ー
に

町
の
商
品
券
を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　
支
え
合
い
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
は
、
町
長
の
理
念
で
は
な
い
の

か
。
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
大
き
く
推

進
し
、
前
向
き
に
積
極
的
に
拡
大

的
に
検
討
す
べ
き
だ
。

答

弁

町
長　

積
極
的
に
取
り

入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
う
。
拡
大
で
き
る
こ
と
は
、

か
え
っ
て
い
い
こ
と
だ
と
思
う
。

前
向
き
に
、
積
極
的
に
検
討
す
る
。

介護保険料の値上げを問う

町長  保険料上昇を抑制するため、介護の予防に努める

「ボランティア・ポイント制度」の
導入・拡大を

町長  積極的に検討する

質

問

介
護
保
険
料
が
今
年
度

か
ら
値
上
げ
さ
れ
る

が
、
そ
の
理
由
は
。

答

弁

町
長　

玉
村
町
で
も

年
々
高
齢
化
率
が
高
く

な
り
、
介
護
認
定
者
も
増
加
傾
向

に
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
給
付
の

増
加
に
よ
り
、
健
全
な
財
政
運
営

が
難
し
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
た
め
で
あ
る
。

質

問

内
容
に
つ
い
て
説
明
し

て
ほ
し
い
。

答

弁

町
長　

要
介
護
高
齢
者

の
増
加
・
介
護
の
長
期

化
・
家
族
に
よ
る
介
護
が
困
難
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
主
な
要
因
で
あ

る
。

質

問

介
護
保
険
制
度
を
支
え

て
い
る
財
源
の
内
訳
を

示
し
て
ほ
し
い
。

答

弁

町
長　

介
護
保
険
制
度

を
支
え
る
予
算
の
半
分

は
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
な

ど
の
公
費
で
負
担
し
て
お
り
、
残

り
の
半
分
は
40
歳
以
上
の
皆
さ
ん

に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
保

険
料
を
、
財
源
と
し
て
運
営
さ
れ

て
い
る
。

質

問

今
年
、
に
し
き
の
園
が

20
床
増
床
し
た
が
、
待

機
者
の
解
消
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

答

弁

町
長　

平
成
23
年
５
月

時
点
で
１
１
３
人
の
待

機
者
が
あ
っ
た
が
、
増
床
に
よ
り
、

緊
急
度
が
高
い
30
人
の
解
消
に
つ

な
が
っ
た
。

質

問

入
所
者
本
人
や
家
族
が

在
宅
で
の
介
護
を
願
っ

て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
実
が
困
難

に
し
て
い
る
。
施
設
に
入
所
し
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
残
さ
れ
た
能
力
、

特
色
を
生
か
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
や

介
護
に
よ
り
回
復
し
、
居
宅
で
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

答

弁

町
長　

今
後
も
、
目
的

に
沿
っ
た
制
度
の
運
用

を
行
っ
て
い
く
。

11 人が聞きました！

柳
沢
浩
一

石
内
國
雄



改築予定の第４保育所

ＪＲ小さな旅　日光例幣使道を歩く
質

問

観
光
振
興
策
の
狙
い
と

進
捗
状
況
は
。

答

弁

町
長　

全
国
へ
玉
村
町

を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
町
の
情
報
発
信
を
強

化
す
る
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
現

在
は
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

に
向
け
て
準
備
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
制
作
を
進
め
て
い
る
が
、

最
終
段
階
に
あ
る
。
全
国
か
ら
た

く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
、
玉
村
町

の
こ
と
を
真
剣
に
研
究
し
、
応
募

し
て
き
て
い
る
。
今
後
は
、
町
の

人
た
ち
か
ら
愛
称
を
募
集
し
て
、

名
前
を
決
め
て
い
き
た
い
。
こ
の

ほ
か
、
ふ
る
さ
と
大
使
の
委
嘱
作

業
も
進
め
て
い
る
。
今
年
度
は
町

を
Ｐ
Ｒ
す
る
土
台
づ
く
り
を
し
て

い
く
。

質

問

大
規
模
災
害
時
の
対
応

力
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

答

弁

町
長　

災
害
発
生
時
に

は
、
県
内
の
消
防
と
の

相
互
応
援
協
定
や
全
国
緊
急
消
防

援
助
隊
、
警
察
の
広
域
緊
急
援
助

隊
、
自
衛
隊
の
災
害
出
動
な
ど
に

よ
り
、
災
害
規
模
に
合
わ
せ
た
広

域
的
な
相
互
応
援
体
制
が
で
き
て

い
る
。
町
消
防
の
委
託
先
で
あ
る

伊
勢
崎
市
消
防
本
部
で
は
、
本
年
、

高
度
救
助
隊
基
準
の
資
機
材
を
搭

載
し
た
車
両
を
配
備
し
た
。

質

問

日
本
語
の
理
解
が
十
分

で
な
い
外
国
人
子
弟
の

教
育
は
。

答

弁

教
育
長　

中
央
小
学
校

に
全
町
を
対
象
と
し
た

日
本
語
教
室
を
開
講
し
て
い
る
。

個
々
の
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
行

い
、
学
ぶ
権
利
を
保
障
し
、
生
き

生
き
と
し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
る
。

質

問

災
害
の
予
防
を
重
点
課

題
に
。

答

弁

町
長　

災
害
は
、
い
つ

発
生
す
る
か
分
か
ら
な

い
。
そ
の
た
め
町
は
、
総
合
計
画
に

示
し
た
と
お
り
、
公
共
施
設
の
耐

震
化
や
不
燃
化
を
図
る
と
と
も
に
、

公
園
や
緑
地
の
適
正
な
配
置
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
強
化
や
確
保
す
る

仕
組
み
な
ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

質

問

避
難
所
や
地
域
公
民
館

の
耐
震
状
況
は
。

答

弁

町
長　

現
在
の
耐
震
基

準
を
満
た
さ
な
い
昭
和

56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
公
共
施

設
で
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
の
は
、
第
４
保
育
所
、
勤
労
者

セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
第
４
保
育
所

に
つ
い
て
は
、
今
後
改
築
す
る
予

定
で
あ
る
。

　

小
中
学
校
校
舎
な
ど
そ
れ
以
外

の
避
難
所
は
、
耐
震
化
の
改
修
が

済
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、地
区
公
民
館
に
つ
い
て
は
、

38
公
民
館
の
う
ち
、
新
耐
震
基
準

が
適
用
に
な
っ
た
昭
和
56
年
以
前

に
建
築
さ
れ
た
も
の
が
10
ヵ
所
あ

る
。
今
後
調
査
し
、
対
応
し
た
い
。

質

問

自
主
防
災
組
織
の
結
成

状
況
は
。

答

弁

町
長　

自
主
防
災
組
織

は
、
25
行
政
区
の
う
ち

16
地
区
で
結
成
さ
れ
て
い
る
。
全

区
で
結
成
さ
れ
る
よ
う
呼
び
か
け

て
い
く
。

質

問

自
治
体
間
の
緊
急
相
互

応
援
体
制
の
構
築
状
況

は
。答

弁

町
長　

今
年
の
賀
詞
交

歓
会
に
お
い
て
昭
和
村

と
災
害
時
の
相
互
応
援
を
含
む「
友

好
交
流
協
定
」
を
結
ん
だ
。

　

ま
た
、
昨
年
度
加
入
し
た
、
北

関
東
・
新
潟
地
域
連
携
軸
推
進
協

議
会
で
は
、「
災
害
時
に
お
け
る
相

互
応
援
に
関
す
る
要
綱
」
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。
い
ざ
と
い
う
と
き

に
機
能
で
き
る
よ
う
交
流
に
努
め

て
い
く
。

「玉村町観光振興元年」に向けて

町長  町を幅広くＰＲし、集客を図りたい

防災・安全のまちづくりをどう
進めるのか

町長  地域の協力と連携が必要との認識の上、推進したい
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町の考え 35 項目

宇
津
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雄


